
      

①
政
友
み
ら
い 

②
下
羽
田
町
１
０
２
５ 

③(

23)

８
６
６
２ 

④
コ
ロ
ナ
禍
の
第
二
・
第
三
波
が
各

地
で
発
生
し
て
収
束
の
見
通
し
が
立

た
な
い
中
で
、
市
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
不
自
由
な
生
活
と
不

安
な
日
々
が
続
い
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
生
活
に
お
い
て
政
府
が
提

唱
す
る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
と
い

っ
た
基
本
を
守
り
な
が
ら
、
皆
様
が

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
と
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
「
笑
顔

あ
ふ
れ
る
佐
野
市
」
を
目
指
し
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

  

      

①
政
友
み
ら
い 

②
関
川
町
９
０
６-

２
９ 

③(

24)

６
５
７
８ 

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

数
が
多
い
本
市
。
今
後
と
も
、
感
染

拡
大
を
最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も
に
、

経
済
の
復
興
に
向
け
て
、
市
民
の
皆

様
と
協
働
で
取
り
組
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

 

ま

た

、

地

球

温

暖

化

が

原

因

と

さ

れ
る
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
か

ら
、
市
民
を
守
る
「
安
全
・
安
心
」

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

 

併

せ

て

私

の

ラ

イ

フ

ワ

ー

ク

で

あ

る
教
育
問
題
、
つ
ま
り
教
育
環
境
の

充
実
と
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や

人
材
の
育
成
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

      

①
公
明
党
議
員
会 

②
堀
米
町
１
１
０-

５ 

③(

21)

５
６
０
３ 

④
国
内
外
で
頻
発
す
る
自
然
災
害
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
関
係
す
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
温
暖
化

に
対
す
る
緩
和
と
適
応
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
中
で
、
特
に
水
害
か
ら

の
復
興
を
目
指
し
た
河
川
の
整
備
を

推
進
す
る
と
共
に
、
流
域
全
体
で
対

策
を
講
じ
る
流
域
治
水
も
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
区
防
災

計
画
や
要
支
援
者
の
避
難
計
画
の
策

定
を
推
進
し
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策

も
含
め
気
候
変
動
に
適
応
で
き
る
安

心
・
安
全
な
佐
野
市
を
築
い
て
ま
い

り
ま
す
。 
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